
身
の
周
り
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、

携
帯
電
話
、
シ
ェ
U
バ
U
、
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
ス
テ
レ
オ
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
充
電
式
電
池
は
、
貴
重
な

資
源
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
電
池

メ
U
カ
U
に
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

充
電
式
電
池
は
、
乾
電
池
と
別

に
し
て
、ご
み
と
し
て
出
さ
ず
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
（
電
器
店
や

ス
U
パ
U
な
ど
）
に
あ
る
「
充
電

式
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
¡
電
池
工
業
会

小
形
二
次
電
池
再
資
源
化
推
進
セ

ン
タ
U
へ
。

http://w
w
w
.baj.or.jp/
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三
鷹
市
で
は
ご
み
焼
却
場
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
削
減
対
策
３
期
工

事
を
、
武
蔵
野
市
で
は
ご
み
焼
却

場
の
定
期
整
備
を
行
い
ま
す
。
こ

の
た
め
両
市
で
は
一
時
焼
却
炉
の

運
転
を
停
止
し
ま
す
。
こ
の
間
ご

み
の
焼
却
が
出
来
な
い
た
め
、
運

転
停
止
の
時
期
を
ず
ら
し
て
相
互

に
ご
み
の
受
入
を
行
い
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
武
蔵
野
市
か
ら
の
搬
入

11
月

４
日
ï
〜
15
日
–
の
月
・
火
・
木

・
金
曜
日
の
８
日
間
、
搬
入
ル
U

ト
は
東
八
道
路
か
ら
新
川
交
番
前

経
由
。

◇
三
鷹
市
か
ら
の
搬
出

平
成
15

年
１
月
20
日
Ã
〜
31
日
–
の
月
・

火
・
木
・
金
曜
日
の
８
日
間
、
搬

出
ル
U
ト
は
三
鷹
通
り
か
ら
武
蔵

野
市
役
所
方
面
。

∞
ご
み
対
策
課
処
理
場
管
理
係

ò
内
線
２
５
３
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赤
ち
ゃ
ん
が
若
木
の
よ
う
に
健

や
か
に
成
長
し
、
緑
に
親
し
む
心

を
持
つ
よ
う
に
願
っ
て
、
誕
生
記

念
樹
の
苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

◇
苗
木
の
種
類

カ
ン
ツ
バ
キ
、

キ
ン
モ
ク
セ
イ
、ゲ
ッ
ケ
イ
ジ
ュ
、

サ
ル
ス
ベ
リ
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

（
観
葉
植
物
）、
ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
、

ウ
メ
の
７
種
類

▼
11
月
９
日
—
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
は
が
き
に
住
所
・
世
帯
主

の
氏
名
・
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
・
性

別
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
す

る
苗
木
１
種
類
を
記
入
し
「
〒
181

―
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
緑
と
公

園
課
」
へ
申
し
込
む
。
苗
木
の
引

き
渡
し
は
11
月
20
日
Œ
の
予
定
、

申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
改
め
て

通
知
し
ま
す
。

※
す
で
に
誕
生
記
念
樹
を
受
け

取
っ
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

∞
緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３
３

粗
大
ご
み
の
中
か
ら
選
ん
だ
家

具
な
ど
を
抽
選
に
よ
り
提
供
し
ま

す
。

▽
展
示
・
受
付
は
11
月
９
日
—
〜

16
日
—
、官
製
は
が
き
を
持
参
し
、

同
工
房
へ
申
し
込
む
。
抽
選
会
は

11
月
17
日
À
午
前
11
時
か
ら
同
工

房
で
。

※
当
選
者
は
抽
選
日
の
翌
日
曜

日
ま
で
に
所
定
の
手
続
き
を
済
ま

せ
、
当
選
品
を
持
ち
帰
る
こ
と
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

使
わ
な
く
な
っ
た
ウ
U
ル
の
着

物
か
ら
、
ハ
U
フ
コ
U
ト
（
秋
・

冬
用
）
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
11
月
14
・
28
日
の
木
曜
日
午
後

１
時
〜
４
時
（
全
２
回
）、
リ
サ
イ

ク
ル
市
民
工
房
へ
。
使
わ
な
く
な

っ
た
ウ
U
ル
の
着
物
（
必
ず
解
い

て
く
る
事
）
・
裁
縫
道
具
一
式
・

布
用
は
さ
み
・
紙
用
は
さ
み
・
型

紙
用
紙
（
古
新
聞

見
開
き
２
ペ

U
ジ
で
２
〜
３
枚
）
を
持
参
。

▼
同
工
房
へ
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む
。
先
着
10
人
（
２
回
と
も

参
加
で
き
る
方
）。

あ
り
ま
す
の
で
、
朝
８
時
ま
で
に

必
ず
出
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

Ｑ

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
正
し

い
出
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
は
、
キ

ャ
ッ
プ
を
と
り
、
中
を
軽
く
す
す

い
で
か
ら
、
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ラ
ベ
ル
は
、
は
が
さ
な
く
て
も
結

構
で
す
（
キ
ャ
ッ
プ
で
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
素
材
の
も
の
は
、
「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
」
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
）。

Ｑ

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
は
、

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ

い
た
分
別
方
法
で
は
な
い
の
で
す

か
。

Ａ

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
」
を
収
集
し
ま
す
。
対
象
物

は
、
次
の
５
品
を
除
く
す
べ
て
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
で
す
。

除
外
品
（
ビ
ニ
U
ル
傘
・
ビ
デ
オ

／
カ
セ
ッ
ト
テ
U
プ
・
お
も
ち
ゃ

・
物
干
し
ハ
ン
ガ
U
・
バ
ケ
ツ
）

Ｑ

ケ
チ
ャ
ッ
プ
や
マ
ヨ
ネ
U
ズ

・
油
類
の
容
器
は
ど
う
し
た
ら
い

い
で
す
か
。

Ａ

使
い
切
っ
た
う
え
で
軽
く
中

を
す
す
ぐ
か
、
付
着
物
を
拭
き
取

る
か
し
て
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」

（
月
曜
日
収
集
）
と
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ

収
集
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
そ
の
後
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

Ａ

収
集
し
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
」
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
U

で
さ
ら
な
る
選
別
を
し
、
再
商
品

化
事
業
者
に
手
渡
さ
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
や

繊
維
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

Ｑ

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

Ａ

事
業
系
ご
み
の
場
合
は
、

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
と
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
」
を
別
々
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
緑
色
の
び
ん
・
缶
用
の

有
料
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

不
燃
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
以
外
）
は
今
ま
で

ど
お
り
黄
色
の
不
燃
ご
み
用
の
有

料
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

公
共
施
設
な
ど
に
あ
る
拠
点

回
収
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

Ａ

拠
点
回
収
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
U
対
策

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
省
エ
ネ
ル
ギ
U
対
策
や
風
力

発
電
・
太
陽
光
発
電
な
ど
と
い

っ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
U
の
導
入
が

有
名
で
す
。

今
回
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て

い
る
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
U
は
、

新
エ
ネ
ル
ギ
U

の
中
の
一
つ

で
、
今
ま
で
は
使
わ
れ
ず
に
捨

て
ら
れ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
U
の

こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
工
場
や
業
務

施
設
の
排
熱
な
ど
回
収
・
利
用

さ
れ
て
い
な
い
熱
エ
ネ
ル
ギ
U

や
、
河
川
や
海
水
な
ど
の
温
度

差
エ
ネ
ル
ギ
U
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

●
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
U
の
効
果

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
U
を
捨
て

ず
に
使
う
と
い
う
こ
と
は
、
温

度
の
高
い
排
水
を
直
接
川
に
捨

て
ず
に
す
む
た
め
、
川
の
温
度

を
大
き
く
上
げ
る
こ
と
が
な
く

生
態
系
を
壊
し
ま
せ
ん
。ま
た
、

熱
を
得
る
際
に
燃
料
を
燃
や
さ

な
い
の
で
、
ク
リ
U
ン
で
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
削
減
し

地
球
温
暖
化
対
策
に
も
な
り
ま

す
。

●
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
U
の
課
題

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
U
の
導
入

に
は
、
熱
利
用
に
か
か
る
コ
ス

ト
が
高
い
こ
と
、
熱
源
と
熱
を

利
用
す
る
場
所
と
の
地
理
的
な

問
題
や
供
給
す
る
熱
の
温
度
の

問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
U
の
導
入

今
の
と
こ
ろ
未
利
用
エ
ネ
ル

ギ
U
は
公
共
性
の
高
い
施
設
で

の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。実

際
に
東

京
ド
U
ム
の

周
辺
で
は
、
下
水
処
理
水
の
熱

を
利
用
し
、
新
宿
南
口
西
地
区

で
は
、
地
下
鉄
の
排
熱
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
三
鷹
市
で

も
、
第
一
処
理
場
の
排
熱
を
利

用
し
て
お
湯
を
つ
く
り
、
こ
の

お
湯
を
隣
接
す
る
第
五
中
学
校

の
温
水
プ
U
ル
や
三
鷹
市
高
齢

者
セ
ン
タ
U
「
い
ち
ょ
う
苑
」

の
お
風
呂
で
利
用
し
て
い
ま

す
。

近
年
こ
の
よ
う
な
工
場
排

熱
、
海
水
、
河
川
水
、
下
水
道

な
ど
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
U
を

活
用
し
た
地
域
熱
供
給
シ
ス
テ

ム
が
普
及
し
て
お
り
、今
後
は
、

家
庭
用
の
冷
暖
房
・
給
湯
な
ど

に
も
利
用
が
拡
大
し
て
い
く
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
U
は
今
ま

で
捨
て
ら
れ
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ

U
を
使
う
と
い
う
こ
と
か
ら
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
U
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
U
の

有
効
利
用
は
、
化
石
燃
料
の
消

費
を
軽
減
さ
せ
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
で
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
U
を
、
地
球
の
未
来
を

考
え
な
が
ら
有
効
に
使
い
ま
し

ょ
う
。

次
回
の
テ
U
マ
は
、「
里
山
」

で
す
。
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未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
U

シ
リ
ー
ズ

『
環
境
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
』
⑨

武
蔵
野
市
と

可
燃
ご
み
の

相
互
受
入

11
月
の

掘
り
出
し
物
市

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

「
ウ
ー
ル
の
着
物
か
ら

ハ
ー
フ
コ
ー
ト
を

作
る
講
習
会
」

充
電
式
電
池
の

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
を

冬
は
木
の
葉
が
落
ち
、
鳥
を
見

つ
け
や
す
く
、
バ
U
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
に
最
適
な
季
節
で
す
。
こ
の

季
節
、
多
摩
川
な
ど
の
水
辺
は
、

シ
ベ
リ
ヤ
な
ど
の
寒
い
土
地
か
ら

や
っ
て
来
た
カ
モ
の
仲
間
や
美
し

い
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
が
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
雑
木
林
に
目
を
移
す

と
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
群
れ
や
、
コ

ゲ
ラ
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
数
多
く
の
鳥
を
観
察
で
き
る

こ
と
で
知
ら
れ
る
会
場
で
、
日
本

野
鳥
の
会
の
鈴
木
正
男
さ
ん
の
お

話
を
聞
き
な
が
ら
観
察
し
ま
し
ょ

う
。

▽
11
月
30
日
—
午
前
９
時
、
京
王

線
聖
蹟
桜
ヶ
丘
駅
東
口
改
札
の
三

鷹
市
の
旗
の
前
集
合
（
小
雨
決
行

・
正
午
ご
ろ
解
散
）。双
眼
鏡
を
お

持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
11
月
５
日
Õ
午
前
９
時
か
ら
、

緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３
３
へ

申
し
込
む
。

誕
生
記
念
樹
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
し
込
み
は
は
が
き
で

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

市内の交通事故減少のための

広報活動や、小学校・保育園・

幼稚園での交通安全教室などで

活躍中の交通安全広報車（カナ

リア号）が、ＣＮＧ車（圧縮天

然ガス自動車）に変わりました。

ＣＮＧ車は、地球温暖化の原

因といわれる二酸化炭素（ＣＯ2）

の排出量がガソリン車やディー

ゼル車よりも２～３割少なく排

気ガスがクリーンな車です。市

では今後順次低排出ガス自動車

を導入していきます。

環境にやさしい新しいカナリ

ア号は、これまで以上に三鷹市

の交通安全のために活動を続け

ていきます。

≥都市交通課ò内線2883・

2884

市交通安全広報車（カナリア号）が
ＣＮＧ車（圧縮天然ガス自動車）に変わります

「充電式電池リサイクル協力店くらぶ」

回収・リサイクル対象　充電式電池

Ｑ

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
と
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
は
同
じ
袋
に
入

れ
て
も
い
い
で
す
か
。

Ａ

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
と
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
は
必
ず
分
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
別
々
の
収
集

車
が
回
収
に
行
き
ま
す
。

Ｑ

袋
は
透
明
か
半
透
明
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
か
。

Ａ

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
・
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
は
、
中
の
見
え

る
透
明
か
半
透
明
の
袋
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
レ
ジ
袋
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
不
燃
ご
み
も
、
で
き
る
か
ぎ

り
中
の
見
え
る
透
明
か
半
透
明
の

袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

収
集
日
や
収
集
時
間
に
変
更

は
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ

可
燃
ご
み
は
全
く
変
わ
り
ま

せ
ん
。
不
燃
ご
み
の
う
ち
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
以
外

は
、
今
ま
で
の
月
曜
日
か
ら
水
曜

日
に
変
わ
り
ま
す
。
「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
」
・
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」

は
、
今
ま
で
不
燃
ご
み
を
収
集
し

て
い
た
月
曜
日
に
収
集
し
ま
す
。

収
集
ル
U
ト
の
変
更
に
よ
り
、
以

前
の
収
集
時
間
と
変
わ
る
場
合
が

現在、大沢１・４丁目および野崎４丁目

でペットボトル・プラスチック類の分別収

集を行っていますが、11月から地域を拡大

し、大沢２・５・６丁目においても実施す

ることになりました。みなさんの協力をよ

ろしくお願いします。

く
わ
し
く
は
同
工
房
（
水

・
木
・
土
・
日
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
開
館
）
ò
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